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の
経
過
を
最
も
^

^

に
ト
レ
ー
.ス
し
、
..

從
来
-̂

ば
し
. 

ば
：論
争
め
趣
理
と
麗
塑
を
試
み
ら
：れ
：て
き
^

:

:

:次
阪
：
 

...

市
大
の
木
下
悦
.二
氏
が
あ
.た
ら
れ
る
こ
.

と
.

に
.

な
っ
た
.

の
ゼ
あ
る
。 

.

'

本
書
；忆
.

は
、:'
,
.名
和
統
-
、
.

平
诚
已
之
-

H
u
、

赤
松
要
、
 

.■
;

松
井
淸
、\-
;
'

吉
村
芷
晴
、
^

野
朝
揭
の
六
摩
に
ょ
る
十 

•

!

の
論
文
と
、、，木
下
氏
の
ま
と
め
ら
れ
た
ニ
つ
の
討 

論
、
さ
乇
に
附
論
と
じ
：て
同
じ
<'
:

.

木
下
：氏
：の
手
に
^

 

る

「

国
際
価
値
論
争
の
V

M

M

J

.
:

が
収
め
ら
れ
'て
い 

る
。
論
争
参
加
考
の
代
表
的
論
文
を
ァ
>

ラ
：ソ
：ダ
，
<
 

に
並
：ベ
た
も
の
で
.

は
な
く
、：
論
争
の
大
き
が
流
れ
'に 

A

い
：て
の
認
識
が
得
^

れ
る
ょ
ぅ
に
.

編
集
ざ
れ
て
.い 

.

る
が
、
.

た
だ
し
論
争
め
す
.べ
て
の
流
れ
^

わ
た
0

て 

い
ネ
：わ
け
で
.

は
な
い
.
'°
.

ぺ
！
ジ
数
の
制
限
に
：ょ
り
、
'' 

(

本
書
は
論
争
へ
の
前
氓
を
当
る
^
名
和
く
淑
松
論
赘
を 

一
中
心
と
.

し
.；て
お
り

、

論
#-

の
：後
勢
を
^

成
す
る
不
等 

ノ
価
交
換
論
争
、
国
際
市
場
俩
値
論
争
、
へ
貨
幣
の
：相
背 

fl
<

-
#*
c

の
相
興
に
関
す
る
論
争
■な
ど
は
^

篇
に
ゆ
だ
 ヾ

:

ね
ら
れ
：.て
：い
る
：
。

'

•

論
争
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は「

日
本
に
お
け
る
経 

済
学
の
西
年」

：
上
巻
の
：「

植
民
政
策
.
世
界
経
済
論 

.

国
際
経
済
学」

の
中
め
一
節
■

に
筆
者
が
と
り
あ
げ
.

て
い
る
の
で
、

こ
こ
に
は
そ
の
.ェ
モ
ー
シ
3

ナ
ル
な 

.

背
景
だ
け
を
.

の
べ
る
に
止
め
る
。

第
一
に
、
外
固
質
易
は
貨
幣
を
媒
介
と
し
て
い
る 

.

に
せ
ょ
、
そ
の
基
盤
は
物
々
交
換
.

で
.
あ
る
。
し
た
が 

つ
て
交
換
が
成
立
す
る
以
上
、
貿
易
前
に
比
べ
て
両 

国
と
4

利
益
：を
#

.

る
'

は
ず
で)

あ
る
。ハ
し
' 

か
.

も
わ
れ
わ
. 

れ
は
、富
国
，が
貧
国
を
搾
取
す
み
ど
.

い

へ

ぅ

考

ぇ

：
ど

朦

史
 

ー
的
事
実
そ
認
今
る
が
^

り
バ
こ
れ
を
迪
論
时
に
説
明
：
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
論
争
の
興
味
の
出 

発
点
の
プ
リ
ミ
テ
ィー

ヴ
.
な
解
釈
で
あ
：る
？

.

.

:

第
一
l

fc

、
^

の
主
題
は
マ
ル
ク
ス
経
済
#
^
、
；
近 

代
経
_
済
学
者
両
方
に
'

と
：'
?

:て
、
.

恰
好
の
論
#-
^
^
^ ̂

:

提
供
し
先
。

'
:'
»
:
' 

-

,,
•

第
一
.
i
:E

、：：資
本
輸
出

(

に
童
：点
が
ぉ
：か
'

れ
、
.

国
際
質
：
. 

へ
易
は
比
軟
的
臌
視
さ
ル
_

て
れ
た
従
来
の
了
ル
：：ク
ス
主 

,

義
の
帝
M

主
義
論
，の
：欠
陥
を
埤
め
、

マ
ル
ク
ス
経
済 

学
に
も
：.と
づ
く
国
際
賀
易
理
論
.
ひ
.

V'
て
は
国
際
経
済 

学
の
体
系
的
：構
成
を
志
向
す
る
と
：い
ヶ
、
.
辍
極
时
な 

面
を
.

も
：つ
。
：，
.

:

,

,

'

.

こ
：の
最
後
の
間
題
一
は
.
、
；-本
書
で
は
：取 

い
.

な
い
部
分
で
あ
：る
.
が
、
こ
^
:
に
^
ぃ
て

，
め

'
論

争

自
 

体

も

ま.だ

：
終

了

，

3

;

て

：
い

：
な

：
い
：
の

で

あ

る

”
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一'

:

,

『

5@
-

#-
S

M

家

と

財

政

の

理

論

』

、

-■
れ
は
、
：雑
誌
：
--
.
経
済
# -
論」

に

「

現
代
財
政
学 

入
門
講
座」

と
し
て
速
'載
さ
れ
た
^
#
$

の
岛
教 

授
.の
論
文
が
さ
ら
に
辅
足
さ
れ
て
一
冊
の
書
物
.に
ま 

と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
.、
と
の
書
物
の 

な
か
で
は
、
実
際
.に
は
、
：
入
門
的
解
.説
を
超
え
た
新 

鮮
だ
問
題
提
起
が
お
こ
■な
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
'現
代
資
本
主
義
論
争
へ 

，
の
！参
加
：と
い
ぅ
形
で
、

そ
の
?

一

 

は
、
财
政
学
の
シ 

ス
テ
ム
に
関
す
る
提
言
と
い
：ぅ
形
で
お
こ
な
わ
れ
て 

い
る
。
ま
ず
す
前
者
に
関
し
.
て
、
箸
者
ぱ
、「

現
代
の 

国
家
.
.の

『

公
的
機
能』

、
社
会
保
障
な
ど
の『

新

し
 

:い
，機
能』

、-.
.財
政
：政
策
^ :
ょ
各
''
.
:

『

管
理
機
能』

.

な
ど 

を

ぬ

き
や
し
て
き
て
、
，
こ
れ
，を
社
会
主
義
へ
の
移
行 

バ
の
た
め
：の
有
力
な
手
が
' か
り
と
考
え
る
傾
尚」

の
流 

行
を
指
摘
し
、
：こ
れ
を
：「

平
和
革
命
論
に
焦
点
を
合 

せ
る
こ
.と
に
急
な
る
.あ
ま
.
り
、
現
^

資
本
主
義
の
、

と
く 
.に
そ
' の
固
家
の
法
則
的
認
識
を
お
こ
た
つ
£
 

誤
謬
と
：し
て
批
判
す
ふ
0:
そ
し
：て
、
:
ま
ず
、
ぃ
ゎ
ゅ 

る
自
|1
1
:

主
義
段
階
に
お
け
、る
.T

安
価
な
政
府」

論
を 

取
り
あ
げ
て
、
そ
'の
'時
期
に
お
い
て
も
、
資
本
制
®
.

家
の
本
質
的
な
.特
徴
と
し
て
の
階
級
的
•
抑
既
的
な 

機
能
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に 

し
、.；さ
ら
に
、
現
代
贤
本
主
義
に
お
い
て
も
、
国
家
の
：
 

第
鄯
的
.
'抑
庄
的
機
能
の
拡
大
が
必
然
的
で
あ
り
、

., 

と
の
侧
面
と
さ
き
^

- n

親
し
い
機
能」

'
の
描
大
と
を 

統

1

的
に
把
握
す
ベ
.き
こ
ハ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
二
の
点
に
関
し
て
、
著
者
は
ま
ず
、
‘従
来
の
財 

政
学
に
お
ぃ
'

て

粗

養
•

経
費
論
.
公
債
論
.
地
方
. 

财
政
論
な
ど
が
相
互
の
関
述
を
明
：ら
か
に
す
る
こ
と 

な
し
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
点
を
：批
判
し
、

こ
れ
■を
、
 

m

代
資
本
主
義
論=

経
済
学
の
論
理
で
統
一
的
に
理

解
し
よ
ぅ
と
し
て
い
.
_る
0
.
.そ
の
.た
め
.
.に
.、
い'
ま
ず
、■.
.経
'
: 

贺
膨
膦
の
内
容
と
し
て
不
坐
産
的
厢
用
の
拡
太
と
撕 

得
の
再
分
配
を
考
察
し
、
と
の
m

ま
と
の
関
速
で
租 

脱
論
.を
展
開
し
、
.
そ
れ
を
独
占
利
潤
の
再
分
配
の
問 

題
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

こ
.こ
で
著
者
.は

「

独
占
利 

■
潤
の
社
会
^」

と
い
ぅ
仮
説
の
も
と
.
に
八
ム
信
用
U

財
政 

_
.
.投
資
論
を
齋
'足
さ
せ
て
.
い
る
。
.
そ
し
.て
、
地
方
财
政
.：
 

論
は
、
経
費
膨
脹
の
他
の
侧
面
で
あ
る
中
央
集
権
、

お
ょ
.
び
再
分
配
の
、一
形
態
と
し
て
の
地
域
的
再
分
配 

o

関
述
の
も
と
で
、取
上
げ
む
れ
る
。
最
後
に
、
從
來 

技
術
的
な
問
題
.と
し
て
㈣

視
さ
れ
が
ち
で
あ
マ
た
.チ 

箅
制
度
論
を
':
'
>
第

I

の
問
題
意
識
と
の
開
述
に
お
い 

て
、
.:

现
段
階
に
お
け
る
民
主
主
籤
の
徹
底
^
い
ぅ
視
一

:

新

，刊
':
紹

.
，介「

：

角
で
取
上
げ
て
：い
る
。
以
上
、の
\1
;

ぅ
に
、
'-

こ
の
書
物
：
 

は
、
上
記
.の
ニ
つ
の
領
域
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
.問 

題
提
起
の
.

書
で
あ
る
と
い
ぇ
ょ
ぅ
0

.(

三
'

1

*

房
刊
. 

A

5

;

1ー
四
四
頁
，
&

五
.

0

&

:

.
;
:ト
大
島
''
'
:
'逋
義
1

'

:

:『

講

座
•

社

会

保

障

，•
第
三
巻

1
:

日
本
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
歴
史
'

V 

-

.'

.:

■.

社
会
：保
.

障
確
立
の
緊
切
が
.

強
調
さ
れ
、て
す
で
忙
久 

し
い
が
、
一
近
時
の
！

1

民
皆
區
療
保
険
策
：の
進
展
と
固 

.

民
年
金
•

制
の
.

創
設
.
，を
も
つ
て
、
わ
が
国
の
制
度
.

も
.外 

装
だ
け
は
整
づ
た
か
に
み
克
る
。
し
か
し
、
ひ
と
た 

、ひ
.
：そ
.
.の
契
.

体
を
田
心
：ぅ
と
き
な
お
不
統
--
.

と
不
完
全
.

は
. 

蔽
ぃ
.

が
た
く
、，
現
状
は
ょ
5

や
く
準
備
期
を
終
り
再 

編
.

拡
充
斯
に
入
る
曲
り
角
に
あ
る
.

と
い
え
.

る
。

V

こ
こ
で
当
®

の
_

題
と
対
策
を
確
認
す
る
亿
は
、
 

現
代
の
、
：
ほ
か
な
ら
ぬ
日
本
の
国
民
生
活
と
そ
の
：要 

求
に
街
燎
レ
た
、
衽
会
保
^

皿
論
の
.総
括
体
系
化
を 

欠
き
克
な
ぃ
°

最

逝

全

四

卷

を

ぎ

艏

し

た

本

講

：座

.は 

か
か
る
情
勢
の
必
然
の
.浙
庳
で
ぁ
つ
ズ
、
保
㈱

双
象 

と
.
な
る
-.
.
-

「

現
代
日
本
の
貧
困
1-
-
.(

第
：- *
巻)

究
明
に

論
.
を
起
し
、
制
度
成
立
の
舞
合
と
論
理
を
追
求
す
る 

「

日
本
経
済
と
社
会
保
障」

■(

第
二
巻
}

で
承
け
、
第 

.
三
巻
で
は
転
じ
て
制
度
形
成
の
過
程
を
跡
付
け
た
の 

:

ち
、「

日
本
に
杯
け
る
社
会
保
障
制
度
の
現
実」

(

第 

四
：巻
：
を
分
析 
'し
将
来
を
説
’
い
て
巻
を
結
ぶ
。

M 

り

し

た

が
.

つ
て
、

こ
こ
に
み
る
第
三
#

「

歴
史」

は 

講
座
の
權
成
.上
理
論
や
政
策
と
併
立
し
相
互
の
橋
渡 

>

し
に
肖
り
、
た
ん
な
る
年
代
記
的
解
説
に
：止
^

る
も 

の
で
は
な
い
：0

編
.
者
が
自
負
す
る
ょ
う
、
す
ぐ
れ
て 

一
現
在
的
問
題
意
識
に
発
し
、
独
特
の
発
逮
を
と
げ
た 

日
本
資
本
主
義
の
な
か
で
、
そ
こ
に
生
ず
る
贫
困
の 

諸
相
に
対
路
し
な
が
ら
、
各
種
法
活
問
題
対
策
が
ど 

'

の
ょ
う
な
遒
程
，を
.
へ
て
：社
会
保
障
制
度
に
転
化
し
た 

か
；を
き
め
こ
ま
か
に
う
き
ぼ
り
す
る
。
本
#

で
は

.
、 

生
成
過
程
を
：分
つ
て
各
段
階
.

の
特
質
を
あ
げ
、
原
蓄
. 

期
は
貧
弱
な
前
期
的
救
貧
法
す
な
わ
ち
恤
救
規
則
の 

時
代
ヽ
産
業
資
本
主
；義
確
立
：期
は
官
営
•
大
企
業
の 

.-

家
族
主
義
的
共
済
制
度
の
時
代
と
し
、
全
般
的
危
機 

の
時
期
：の
粗
末
な
健
康
保
険
と
お
，ざ
な
り
な
救
護
法 

は
ビ
ス
.
.
.マ
ル
ク
塑
社
会
立
法
の
柅
東
版
で
あ
り
、
戦 

時
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
下
の
戦
争
H

的
に
直
結 

.

し
た
.
'"<
7

:

シ
ズ
ム
的
社
会
政
策
と
'

し
て
国
保
.と
労
働 

.

.

.

.

.

.
者
¥

■

会
が
.あ
つ
；た
.
.
.こ
，.と
女
示
す
。
■'
戦
後
の
帝
国
主
義
.

体
制
の
崩
壞
と
再
榻
成
期
に
人
マ
て
も
社
会
保
障
の

.

/

.

九
五
.

(

六
六
九)
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I

P.
'i
S
vl
\i
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；：i

ill ■*

足
ど
り
は
重
く
、
占
領
下
の
発
展
は
生
活
保
譏
法
が

现
の
餘
険
.を
す
る
.ど
く
指
摘
す
.る
.

.°
、
_
,

•

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
通
史
で
2

:
本
の
制
度
が
た
ど
っ 

た
道
の
逾
く
き
■

び
し
か
っ
た
こ
と
を
知
る
が
、，
，従
前 

散
見
.

す
る
発
逮
史
研
究
が
部
門
別
か
断
片
的
研
究
で 

あ
っ
た
の
に
比
し
、
た
と
え
一
般
的
通
史
と
は
い
え
、

.
総
体
と
し
.て
の
日
本
社
会
保
障
の
.
^
'

み
.を
也
面
か
.ら 

烏
瞰
し
た
本
簪
の
価
値
は
大
き
く
、
叙
述
が
や
.や
平 

旅

、
機

械

的̂
流
：れ
：、
へ
鐲
に
ょ
り
：精

粗

.の
"偏
り
.が
'あ
ー 

る
に
：し
ても

、一
4
肖
の
問
題
の
所
麻
を
と
'ら
へ
ぇ
、
'
'

 

今 

後
の
学
習
.
，研
.究
-の
足
'場
'と
す
る
に
充
分
な
も
の
と 

い
え
.ょ
ぅ
0
. :(

速
誠
.觉
刑
へ
.A
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藤
沢
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加
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.
;
寬
著

:T

ソ

連

の
®

済

：成

長

と̂

 

ノ

:
入

V
:

経

済

計

画』

：

.

;
'.

.
本
馨
は
、
ソ
述
経
済
成
長
の
内
容
を
分
：析
す
る
と 

と
も
に
、
.高
成
货
を
支
え
て

き

た.
ソ

ヴ
.ェ
I

ト
経
济

計
圆
の
仕
組
み
と
そ
< 0
.
メ
力
ニ
ズ

A

に
.
双

い

批

判

的
 

検
討
を
加
え
た
法H

E

す
べ
き
労
作
で
あ
る
。
.
ぃ
 

，
本
書
は
七
章
か
ら
成
.っ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
ソ 

速
経
済
成
長
の
過
程
を
概
観
す
.る
と
と
も
に
、
そ 

が

成

畏

率

删

定̂
づ
パ
で
が
種
：々

；の
議
論
：支

觀

介

ヤ

： 

る
。

第
二
章
で
.は
、
ソ
速
経
済
成
長
の
隘
路
を
探 

冬

.举

三
章

で

は

；資
本
係
数
：を
，
：：
第
：四
：章
セ
：は
減
価
：：
 

傚
却
の
問
題
を
：、.へ
第
五
：章

：で
：呔
捉
寶
効
率
乃
至
投
：資 

、̂

分
_の
.問
題
を
.と
り
■あ
.げ
.て
、'
こ
の
点
'力
ら
ソ
述
経 

被
の
，.成
長
率「

の
.
妥

当

な

：数

値'を
：推
：定
す
る
：：上
.匕

も

：
 

:fc
:>
パ
こ
：
れ

ら

：の

点

を

め

：
ぐ

石

^

す
る
。
：
弟

六

寧

で

：は
：，ゾ
填
の
：経
済
計
画
論
に
：
み
ビ
れ
：
 

る
新
し
ぴ
理
論
的
発
取
に
法
目
し
^̂

れ
が
益
済
^
 

画
を
一
合
理
的
に
行
•な
ぅ
た
.め
の
当
然
の
要
請
で
あ
る 

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
：要
請
が 

」

マ
：.々

ク
ス
.'
レ
|‘

ニ
；
シ
：主
義
の:伝
統
的
教
義
と
合
致
'

 

し
な
■い
ヰ
に
ソ
速
の■経
済
計
.画
論
の
悩
み
が

■あ

る

こ

',
 

と
を
指
摘
.す
る
0
最
後
'に
、
転
換
期
に
あ
る
と
も
い
.
.

 

え
：る
.ソ
.連
国
内
の
政
治
経
済
情
勢
於
、
'

 

一
ソ
連
の
最
近 

の
：路
槔
ゃ
政
策
^

ど

：
の
：
ょ

ぅ

な

；
影

響

を

年

％

る

が

，
を 

，考
察
.し

て

、

社

会

：
主

義

>

連
の
；将
来
に
つ
い
て
も
興 

味
あ
る
示
'暧
を
与
え
て
：い
る
。
す
な
わ
ち
、
：経
済
！

g' 

に
つ
い
て
it
-
、
過
去
の
高
成
長
ゼ
支
え
て
.き
た
：重
点 

投
資
政
策
、
免
働
力
依
蒂
傾
向
、
,:
減
価
償
却
の
軽
視
.

が
行
き
詰
り
乃
至
破
綻
状
態
に
あ
る
の
で
、
過
去
の 

ー
成.
長
：方
式
に
:^
#

を
»

え
て
、
..
'
'
経
.

済
効
率
を
：考
慮
し 

た
奋
理
的
：な
経
择
能
画
の
.方
脚
に
進
む
べ
き
で
あ
る 

と
示
唆
す
る
：。
ィ
ま
た
，
政
.

治
面
に
つ
：い
て
‘

は
、
弗
ス 

タ
I

リ
ン
化
の
方
[»
]

が
更
に
進
ん
.
.で
、
：現
衣
、

ソ
述 

が
修
正
主
義
と
非
難
し
て
い
る
方
向
に
ゾ
-^
自

身

も
 

逾
ま
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
ぅ
と
み
て
い
る
ょ
ぅ
で
あ 

.

る
'；
'
0

,£

こ
で
、
政
治
面
.

：の
問
題
は
経
済
面
.

の
：問
題
と 

切
り
離
し
て
論
じ
ら
れ
て
-

い
る
の
で
：な
く
、
経
済
而 

か
ら
'

の
必
然
的
と
も
い
'

え
一
る
要
請
と
し
て
、
：修
茈
主 

義
的
：方
向
に
動
く
も
；の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
:0 

本
書
の
特
徴
：は
、
こ
ぅ
し
た
問
題
を
客
観
的
に
桧 

討
し
て
い
る
：と
こ
ろ
に
.

あ
る
だ
.

け
で
は
な
い
。
イ
デ 

オ
；ロ
ー
ギ「

1

的
偏
見
：に
#

ら
さ
-

れ
て
と
.か
く
あ
い
か
い 

;

に
さ
：れ
が
^

な
.

ッ
連
の
経
済
：計
画
理
論
に
、
近
代
経 

满
学
理
論
の
光
を
当
て
_
て
>

合
理
的
経
済
計
画
化
と 

成
長
：の
：た
め
の
方
向
を
は
マ
き
り
と
尕
し
て
い
る
と 

と
パ
ろ
仁
、
類
書
と
異
な
：る
.

優

れ

：
た
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徴

が

，
あ

'

る
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